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問題と目的

若年成人期は，個人の成長にとって重要な時期だとも

考えられている（Arnett, 2007）。Parkら（2014）が若

年成人期に注目する理由として，若年成人期は心理的及

び社会的発達において大きな変化が生じる時期であり，

その過程において多くの困難や障害が存在することが挙

げられる。その重要な時期には，ある若者が逆境に陥っ

ている一方で，ある若者が困難を乗り越え，前に進むこ

とができる。レジリエンスという言葉がこのような現象

を解釈するために登場した。レジリエンスとは，研究者

により定義が様々であるにもかかわらず，困難な事情や

脅威のある状況に陥らず，前に進むことができるという

特徴を持っていることには異論が未だに少ない（David 

Fletcher & Mustafa Sarkar, 2011）。現在の若年層に

とって，レジリエンスを高く保つことが人生の長い旅の

中で力になりうるかもしれない。

レジリエンスとは　レジリエンスという概念が心理学

の領域に登場したのは，1970年代，子どもの発達と精神

病理学に関する研究の過程においてであった（Masten, 

2001）。しかし，約50年が経過しても，レジリエンスの

定義に関する議論が，「能力」或いは「過程・結果」を

めぐって続いている。一部の研究者はレジリエンスが人

の特性を表す能力であると提案し（Garmezy，1993；

Connor & Davidson，2003），他の研究者はレジリエ

ンスを状態として強調して過程または結果であると提案

し た（Luthar, Cicchetti & Becker, 2000 ; Masten, 

2001）。例えば，Garmezy（1993）によると，心理的レ

ジリエンスは，個人が自分の回復力を駆使して逆境が発

生する前の状態に戻る能力と表すことができる。

Connor & Davidson（2003）は，レジリエンスを，困

難に直面しても成長できるようにする個人的な資質とし

て説明した。特性・能力の見方に対して，レジリエンス

は個人の内的な性格特性としてだけではなく，個人のお

かれた環境への適応プロセス全体も含めた包括的な概念

であると指摘した，Luthar, Cicchetti & Becker（2000）

はレジリエンスを，重大な逆境において，積極的な適応

をもたらすダイナミックなプロセスと定義した。

Masten（2001）は，深刻な脅威にもかかわらず，ポジ

ティブな結果を特徴とするプロセスがレジリエンスであ

ると提案した。レジリエンスは，困難や悲しみの時に個

人が「困った」または「傷ついた」と感じることを妨げ

ることではない，しかし，レジリエンスが高まると，回

復して楽観的で前向きな姿勢を保ち，前進することがで

きる（Masten，2001）。個人のレジリエンスのレベルは，

さまざまな要因によって決定されると考えられている。

既存の研究では，生物学的（Way K.W. Lau, 2021），

心理的（Clare S.Reesら，2016）および環境的（Yuli 

Li, 2018）要因のいずれもが重要な役割を果たしている

ことも指摘されている。

若年層におけるレジリエンス　若年層あるいはヤング

アダルト(Young adult)の年齢範囲は，研究者により異

なっている。マサチューセッツ工科大学（MIT）の定

義によると，若年成人は一般に18～22歳または18～25歳

と定義される。エリク・エリクソンの人間の発達の段階

によると，若年成人は20～39歳の人である。本稿は，若

年成人の範囲を「18歳から39歳まで」と設定する。若年

成人期は，青年期から成人へ移行する重要な成長期であ

るが，心身的なリスクが頻発する時期でもあると言われ

ている（Parkら，2014）。若年層を研究対象としての研

究は少なくなく，若年成人におけるレジリエンスの重要

性が示されていた。レジリエンスと若年層の幸福感ある

いは人生に対する満足感との関連性に注目して行われた

研究が多く，研究対象が異なっているものの，一致した

結果が出ている。（Erin Moserら，2020； Kris Van de 

Woestyneら，2021； Fei Heら，2013； Feng Kongら, 

2018）。Erin Moserら（2020）は，てんかんの患者にお

けるレジリエンスと人生に対する満足感の間に正の相関

があることが示し，Fei Heら（2013）は火傷患者にお

けるレジリエンスと主観的な幸福感の間の正の相関を明
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らかにした。身体的および精神的な問題を持ってない健

康な若年にも，レジリエンスが高いほど主観的な幸福感

が高くなることが示された（Feng Kongら，2018）。臨

床心理の領域では，レジリエンスのレベルが高い個人は

低い個人より，心理的および精神的な苦痛に苦しむ可能

性が低いことも多数の研究によって示された（Laura 

Campbell-sillsら，2005； Mingliang Zhangら，2018）。

そして，レジリエンスは自殺意欲を減少する効果も

Latha Nrughamら（2010）に検証された。レジリエン

スは，子供時期の虐待体験と否定的な自己概念およびう

つ病の間の正の相関（Gökmen Arslanら，2015；），虐

待体験と攻撃性の間の正の相関（Chen Chenら，2020）

を緩和することもわかった。

本研究の目的　そこで，レジリエンスの発展の歴史と

若年層に着目する必要性を説明したが，若年層を研究対

象としての研究の現状をまだ説明していない。レジリエ

ンスを向上させる可能性を検討するために，レジリエン

スという概念の捉え方とレジリエンスに影響に与える因

子の側面から解析することが必要である。本稿の目的は

若年層における「心のレジリエンス」を総合的に理解し

て向上させる可能性や方針などを検討することである。

方法

キーワードおよび文献の絞り方　文献情報データベー

スはAPA PsycInfo，APA PsycAriticles，web of science

を 用 い た。 検 索 式 を（「psychological resilience」or

「resilience」）and「young adults」），原著論文に限定し，

発表年を指定せずに検索した。地域に限定させないよう

に，本稿は国を区別せずに英語で執筆さて発表された文献

を該当文献とした。

分析対象文献の選定　分析対象文献の選定基準は，

「学術論文」，「若年成人（Young adults）を研究対象

とする」，「レジリエンスという概念を研究の中に明示し

ている」の条件をすべて満たすこととし，排除の基準「原

稿を手に入れることができない」，「重複した文献」，「レ

ジリエンスという言葉を採用したが，心のレジリエンス

を指していない」「研究対象の年齢の範囲は本稿に採用

した基準の以外となる」の条件をいずれにも満たしてい

ないこととし，該当文献を選定した。「Young adults」

という年齢の範囲は研究者より異なる場合があるが，本

稿では「18歳から39歳まで」とした。選定プロセスは以

下の図で示す。

整理方法　まず分析対象文献を，著者名，発表年，タ

イトル，研究結果，研究対象者の特徴（年齢，国籍，身

分など），研究方法により整理した。次に，レジリエン

スに関する記述とその意味が書かれた箇所を抽出し，類

似したものをグループ化して，数を集計した。後は，該

当文献を「レジリエンスの捉え方」と「レジリエンスに

寄与する因子」という２つの部分に分けて情報を収集し

レジリエンスを向上させる可能性を検討すること。

結果

該当文献に関する基本情報　検索の結果，152の文献

が抽出され（検索日：2022年１月８日），選定基準を満

たす74文献を分析対象文献とした。ほとんど（n＝73，

98.6％）の研究は，検索を行ってから過去15年以内（つ

まり，2007年以降）に公開された。北アメリカ（n＝

31，40.5％），アジア（n＝16，21.6％），ヨーロッパ（n

＝10，13.5％），中東諸国（n＝8，10.8％），アフリカ（n

＝３，4%），南アメリカ（n＝2，2.7％），そして オー

ストラリア（n＝2，2.7％）で行われた。約８割の研究

は心身的健康な若年を対象としており（n＝59），看護

専門の大学生（n＝５），軍人（n＝3）とLGBT群（性

的少数者）（n＝3）に着目する研究，臨床群を対象とし

ての研究は少なかった（n＝７）。研究方法については，

量的研究が多数であり，（n＝60，81.1％），質的研究の

方法を採用した研究が９件，混合法を採用した研究が５

件であった。そして，９割以上の研究は横断研究（n＝

68，91.9％），縦断研究は６件であった。

レジリエンスの捉え方　分析対象文献のうち，合計67

（90.5％）の研究が，レジリエンスの概念及び捉え方を

Web of science

(n=607) 

APA PsychInfo APA PsycArticles

(n=541) 

N=503

N=152

N=74

図１．文献を選定する流れ
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明示した一方で，７件の研究がレジリエンスを質問紙で

測るが，レジリエンスの概念が詳しく説明されておら

ず，レジリエンスの捉え方についても触れられていな

かった。レジリエンスを説明した該当文献には，かなり

の割合（n＝25，37.3％）は，レジリエンスの定義に関

する発展の歴史を説明して，統一な定義が現在までもな

いという状況を言明しながら，レジリエンスを単一な特

性ではなく，動的な多次元の概念として理解するべきで

あることを提唱している。そして，それらの研究には，

レジリエンスを「特性」か「プロセス」かという言葉が

明確な表述がないが，筆者にはレジリエンスが個人的，

環境的要素から影響され，改善できる複合的な概念とし

て解釈された。12件（17.9％）の文献には，レジリエン

スの定義に対する議論が言及されていないにも関わら

ず，レジリエンスを動的プロセスとして解釈していた。

例えば，Soonhee Lee & Mark Mason（2019）はアメ

リカ心理学会（American Psychological Association）

から提案した定義を採用した（表１）。レジリエンスを

結果として扱われた文献が５件（7.5％）あり，その中

には，２件が「適応した結果」として広く定義して，ほ

かの３件が自分の研究目的に合わせ，ぞれぞれ「うつ病

と不安の症状を測るスケールの得点の減少」（Anthony 

D. Manciniら，2015），「困難を乗り越え，生活し続け

る」（Jama Sheltonら，2017），「研究対象に語られた

物語の前向きさ」（Haley Kranstuber，2019）として

レジリエンスを定義した。それに対して，残り25件

（37.3％）の該当文献はレジリエンスの概念を特性とし

て解釈することを選択した。それらは，研究者が相当に

採用したのはWagnild & Young（1993）から提案した

定義，Connor & Davidson（2003）から提案した定義

である（表１）。

レジリエンスに影響を与える因子　若年層のレジリエ

ンスに寄与する要因を理解しやすくするために，本稿は

該当文献から影響因子の情報を抽出し，「個人的レベ

ル」，「環境的レベル」，「生物的レベル」という３つのカ

テゴリに分類して説明する。

個人的レベルとしては，若年層におけるレジリエンス

は自身の心身の健康，性格，良好な特性，認知スタイル，

問題解決能力，感情との間に関連性が認められた。

Amber Fougereらは（2012），心理的問題および精神

疾患の病歴がない人は，より高いレベルのレジリエンス

を持っていることを示した。P.A.Goodingらは（2011）

身体的健康がレジリエンスに良い影響を与えることが明

らかにした。ビッグファイブ(Big-5)性格特性とレジリ

エンスの関連性も検討され，Laura Campbell-sillsら

（2005）は神経症傾向とレジリエンスの負の相関を示し，

外向性と誠実性がレジリエンスに良い影響を与えること

も明らかにした。良好な特性とされている楽観主義，自

己効力感，コントロール感がレジリエンスに与える影響

にも注目が集まっている。Fei Heら（2013）は火傷を

した患者を研究対象として，楽観性は高いレベルのレジ

リエンスを予測できることが示し，Clare S.Reesら

（2016）とFang Hongら（2018）の研究結果により，

自己効力感が高い個人はレジリエンスのレベルも高くな

る こ と が わ か っ た。Jama Sheltonら（2017） は

LGBT(性的少数者)に対するインタビューの結果より，

レジリエンスはアイデンティティ，コントロール感，積

極的認知スタイルおよび未来への希望に影響されること

を示した。Dagmara Mętel（2019）は認知バイアスが

レジリエンスに悪影響を及ぼすことを示した。コーピン

グ能力はレジリエンスと関連があることも分かっている

（Julia N. Morris, 2020；Laura Campbell-sills, 2005）。

Laura Campbell-sills（2005）コーピングスタイルによっ

てレジリエンスのレベルが異なり，問題解決志向の対処

はレジリエンスに積極的に影響したが，感情志向の対処

はレジリエンスにマイナス影響を与えることを示した。

表１　レジリエンスの定義の例え

著者（年） タイプ コンテンツ

Katelyn F.Rommら

（2021）

特性 Resilience is operationalized as a trait that moderates the negative 

effect of stress and promotes adaptation allowing the individual to 

successfully cope with change or misfortune（Wagnild & Young, 1993）
Dagmara Mętal（2019） 特性 Resilience is defined as a personal quality that enables a person to 

flourish when faced with adversity (Connor & Davidson, 2003)
Soonhee Lee & Mark 

Mason（2019）

プロセス Psychological resilience is defined as “the process of adapting well in 

the face of adversity, trauma, tragedy, threats or significant sources of 

stress” (American Psychological Association, 2017).
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より高いレベルの適応的対処は，より高いレジリエンス

と関連していることがJulia N. Morris（2020）の研究

から分かった。感情の側面に着目する研究の結果によ

り，レジリエンスはポジティブ感情との間に正の相関

（Cai Xing & Jian-min Sun, 2013；Way K. W. Lauら, 

2021），ネガティヴ感情と間の負の相関（Cai Xing & 

Jian-min Sun, 2013）があることが示された。Katie 

Darabosら（2020）は感情管理の能力を高めるとレジ

リエンスも向上することを明らかにした。

環境レベルから見ると，家庭環境の研究が一番多く，

次に社会の側面に関する研究が多く，学校環境を中心に

レジリエンスを検討する研究は少ない。具体的には，穏

やかな家庭環境は個人のレジリエンスに積極的に影響す

ることがChaoqun Dongら（2020）によって示された。

親によく世話をされている子供は成人になると，レジリ

エンスは比較的高いことも明らかにされた（Yuli Li, 

2018）。Fang Hongら（2018）は，ネグレクトなどを

含む虐待のような体験は個人のレジリエンスに悪影響を

与えることを明らかにした。Gökmen Arslanら（2015）

は精神的に虐待された個人はレジリエンスが比較的に低

いことを示した。Gül Ergünら（2017）は精神障害に

罹患した親を持つ個人がそうではない個人よりレジリエ

ンスが低くなることを示した。個人は両親との親密さと

交流の頻度もレジリエンスに影響を及ぼす要因として考

え ら れ て い る。Shelia M.Kennison & Victoria H. 

Spooner（2020）は大学生を研究対象としてレジリエン

スと親との関係の間の関連性を検討し，安定的な愛着は

より高いレベルのレジリエンスを予測することができ，

親と良好な関係もより高いレベルのレジリエンスを予測

できることが分かった。社会の側面にはソーシャルサ

ポートと文化が重要な役割を果たした。Mingliang Zha

ら（2018）は個人が感じたソーシャルサポートが高いほ

ど，レジリエンスが高くなることを示した。Lauren A. 

Bartoszekら（2020）はヒスパニックとラテン系を研究

対象とし，社会的つなぎりのレベルが高い個人はより高

いレジリエンスを持ち，より積極的な文化的アイデン

ティティ（Cultural Identity）は高いレベルのレジリ

エンスを予測できる。そして，より高い文化的同化

(Cultural Assimilation)の程度もより高いレジリエンス

を予測することを明らかにした。その反面，人種差別

(Racial Discriminiaton)はレジリエンスに負の影響を

及ばすことも発見された（Danice L. Brown & Tracy 

L. Tylka, 2011）。

　生物的レベルから見ると，該当文献は脳機能と遺伝子

というほぼ２つの領域に着目して研究が行なわれてい

た。 Liang Shiら（2019）は，大規模健常者サンプル

におけるレジリエンスの神経基盤，およびレジリエンス

とポジティブな感情との関連性を探索した。その結果，

レジリエンスは，情動の柔軟性，コーピングの能力，衝

動の制御に関わる領域間の機能的結合と関連することが

示された。具体的には，レジリエンスは，自己評価のプ

ロセスに関与する左島皮質と右海馬傍回の結合の強さと

正の相関があることが示された。また，感情的な情報の

処理において，感情的なリソースの柔軟な利用や柔軟な

制御に関連する左眼窩前頭皮質（OFC）や左下前頭回

（IFG）の結合の強さと正の相関があることも明らかに

した。さらに，レジリエンスは，自己に関するネガティ

ブな考えの反芻に関与している左眼窩前頭皮質（OFC）

と右楔前部の結合の強さと負の相関があることがわかっ

た。左眼窩前頭皮質（OFC）―左下前頭回（IFG）の

結合は，ポジティブな感情がレジリエンスに及ぼす影響

を媒介していたことも示された。そして，両側島におけ

る領域的均質性とレジリエンス間の負の相関，右前帯状

皮質背側部とレジリエンスの間の負の相関（dACC），

右前帯状皮質吻側部（rACC）とレジリエンスの負の相

関があることが明らかになった（Feng Kongら, 

2015）。そのほか，Feng Kongら（2018）から，レジ

リエンスが眼窩前頭皮質の低周波変動の振幅から若年層

健常者における主観的な幸福への影響を媒介することも

示された。Way K. W. Lau（2021）はレジリエンスを

予測できる統合的な心理生物生理学的マーカーを探索す

るために大学生を研究対象をとして研究を行なった。結

果より，コルチゾールーDHEAレベルとレジリエンス

の間の負の相関，心拍数の変動とレジリエンスの間の負

の相関があることが分かった。Kris Van de Woestyne

ら（2021）から，22q11.2欠失症候群（22q11.2DS）の

若年成人は，一般の若年成人と比較して，レジリエンス

が低くなることが分かった。

考察

研究の状況と動向　本研究は若年層において行われた

研究を集めて，概念の捉え方と影響因子を中心に現状の

説明を試みた。全般的に見ると，世界各地で若年者にお

けるレジリエンスが注目されていることが分かった。ま

た，高いプレッシャーの中での看護師や軍人，社会的マ

イノリティーであるLGBTへの関心も見られた。レジ

リエンスの概念の扱い方を見ると，国際的には，レジリ

エンスを単一の特性よりも多次元の複合的概念として扱

う傾向が多いことが分かった。一方，影響因子をまとめ
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た結果から，レジリエンスに影響を及ぼす因子を探る研

究は，個人的レベルや社会・環境的レベルのマクロな視

点から行われたものから，生物的レベルのミクロなもの

まで様々である。現時点では，環境レベルの研究が個人

レベルより，比較的少ないことが示されており，特に学

校の文脈（教師と学生の間，学校の理念的雰囲気，クラ

スメートと友人との関係など）において行われた研究は

わずかで，さらに探求する価値があるだろう。生物レベ

ルの研究はほぼ脳機能及び遺伝子を中心として，レジリ

エンスの基盤を解析する目的で，多様性は未だ足りない

が，ここ数年で注目度が高まっており，新しい知見が期

待できる。

レジリエンスを向上させる可能性についての検討　該

当文献におけるレジリエンスの捉え方を踏まえると，レ

ジリエンスを多次元的な複合概念として扱うべきだと考

える研究者が多く，レジリエンスを向上・改善できると

捉えていると考えられる。レジリエンスがプロセスであ

るという観点が最初に強調された理由は，研究者がレジ

リエンスの働きを解明しようとしたからだろう(Luthar, 

2006；Masten, 2007)。研究目的に合わせて様々なレジ

リエンスに関する理論モデルがレジリエンスの重要性を

強調し，レジリエンスを向上させる方略への道が開かれ

る可能性がある。たとえば ，Kumpfer（1999）が提案

したフレームから，レジリエンスをストレッサー及び挑

戦，外部の環境，内部の特性，人と環境の相互作用プロ

セス，レジリエンスプロセス，および肯定的な結果とい

う６つの側面から理解できることが分かった。見方を変

えれば，レジリエンスを向上する対策を模索する方向性

としても良いのかもしれない。レジリエンスを特性とし

て扱う研究には，実は，レジリエンスとは別の何らかの

動的プロセスとの関連性も認められている。その根拠と

して，レジリエンスを測定するために特性という観点に

基づいて発展した質問紙を見てみる。その中で，最も利

用 さ れ て い る も の の う ち，CD-RISC（Connor & 

Davidson, 2003)とRS（Wagnild & Young, 1993）を

例にして考えてみる。具体的には，RSは，「個人的コン

ピテンス」と「自己と人生の受容」の２因子からなる尺

度で，特質以外，認知スタイルも含まれている。CD-

RISCは「個人の能力，高い基準，粘り強さ」，「自分の

本能への信頼，負の影響への耐性，ストレスの影響の強

化」，「変化を積極的に受け入れ，穏やかな安全的な対人

関係」，「コントロール感」と「精神的影響」の５因子か

らなる尺度で，特質以外，行動と認知スタイルと社会

ネットワークに関する側面も含まれていると言える。そ

のため，レジリエンスを特性として扱っていても，向上

する可能性がないとは言えない。

結果の最後の部分には，個人的レベル，環境的レベル，

生物的レベルに分けて影響因子を分類した。楽観性，神

経症傾向などの性格特性が後天的に大きく変化すること

は確かに難しいかもしれないが，行動や感情制御や認知

スタイルなどに関する個人的レベルの影響因子は訓練に

よって向上させることができるとされている。能力及び

スキルの向上に基ついてレジリエンスを促進すること

は，効率的かつ効果的なアプローチとして認められてい

る場合もある（Luthar, Cicchetti & Becker, 2000）。例

えば，Nevin Onanら（2018）は，ストレスコーピング

の能力を高めることを中心としてのレジリエンス介入法

を開発し，看護専攻の大学生の間に介入法は良い効果が

あることを検証した。Hatice Şahin & Fulya Türk

（2021）によれば，環境的レベルで家庭や国や社会や文

化の側面における事情を本人の僅かな努力で変えること

が非常に難しいことは確かで，社会および国から何らか

の政策と行動を実施することが役にたつのだろう。現時

点の生物的レベルでの研究は，まだレジリエンスのメカ

ニズム及び基盤の解析にとどまっているが，今後，技術

の発展により，遺伝子や脳のレベルで直接修正あるいは

回復を目指す可能性もありうるだろう。バイオテクノロ

ジーもそれほど発達しておらず，環境そのものを変える

ことも難しい現状を踏まえて，Southwick & Charney

（2012）は，レジリエンス介入には次の５つの要素を含

める必要があることを示唆している：１つ目は，反応性

と衝動性を認識して管理するための感情制御レーニン

グ。２つ目は，思考プロセスを再構成し，前向きな感情

を高めるための認知行動アプローチ。３つ目は，保護行

動を高めるための運動，栄養，睡眠，およびリラクゼー

ションに関する身体的健康の条件。４つ目は，保護因子

を増やすために家族，仲間，メンターとのつながりを築

くための社会的支援。５つ目は，マインドフルネスベー

スのストレス低減（mindfulness-based stress reduction）

などの神経生物学的要素。この理論に基づいたERI

（Empower resilience intervention）は，４週間にわたる

レジリエンスを向上することを目的とする介入プログラ

ムである。「積極的な対応」，「力の構築」，「認知の柔軟性」，

「ソーシャル・サポート」の４つのモジュールからなり，

瞑想，教育，構造化文章の作成，対人交流などの形式で

展開する。Genevieve E. Chandlerら（2015）は，ERI

の効果を検証するために，幼少期に逆境体験がある若年

層を対象として研究を行なった。介入群の若年成人は，

レジリエンスを再構築し，強くなることを報告した。以

上のように，レジリエンスを向上させる可能性が低くな
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いと言えるだろう。介入法に関する領域にはより多くの

イノベーションや有意義な研究が期待できる。

本論文の限界点　今回の文献レビューでは，検索プラッ

トフォームは「APA PsycInfo」，「APA PsycArticles」，

「Web Of Science」のみを使用しており，原文が見つから

ない論文は参照していないため，ある程度の情報損失が存

在する可能性がある。次に，今回の該当文献は英語で作成

された文章に限られており，全般的な状況や地域の特徴な

どを理解することには限界があるだろう。本レビューには

不十分な点があるにもかかわらず，若年層のレジリエンス

の研究の現状を示すという意味で意義があると考える。若

年層のレジリエンスの分野に関心のある研究者の今後の研

究発展に参考になれば幸いである。
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